第7号様式（第16条関係）（日本産業規格A列4番） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(記載例)
運航管理者資格者証交付申請書
令和　　　　年　　　　月　　　　日
九州運輸局長　殿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(記載日)
収　入
印　紙
(1700円)

１．申請者
	姓（ふりがな）
□旧姓の併記を希望
	九州（きゅうしゅう）
旧姓：　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

	名（ふりがな）
	太郎（たろう）

	生年月日
	平成　　○年　　　　　月　　　　　日

	郵便番号
	〒　　　　000 ―0000

	住　　　　所
	

	電話番号
	（　　　　　　　　　）　　　　　　　　　


· 資格者証に旧姓の併記を希望する場合は、□にチェックを入れること。


２．試験情報

	試験の区分
	①
	総合運航管理者試験

	
	②
	大型船舶運航管理者試験

	
	③
	小型船舶運航管理者試験


※試験の区分の欄は、該当する番号を○で囲むこと。



資格者証を受領しました。　　　　　受領者サイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(申請時には記入しないこと。)


[bookmark: _Hlk214551064]運航管理者実務経験証明書（申請者の勤務先の会社が記載）
　
　次の者は当社の社員であり、かつ、海上運送法における運航管理者の要件に関し、船舶の運航に関する実務の経験を有する者であることを証します。

住所(会社の住所)
氏名又は名称(社名)
代表者名

氏名：九州　太郎 

社内での役職　：○○課長


上記の者は、以下の実務経験を有します（※該当するものに○をつける）

	船舶運航事業又は内航海運業

	○
	船長又は甲板部の職員としての業務に１年以上（貨物船にあっては２年以上）従事した経験

	
	機関部又は無線部の職員としての業務に２年以上（貨物船にあっては３年以上）従事した経験

	○
	運航管理者又は運航管理補助者としての業務その他の船舶の運航管理に関する業務（令和８年度以前の経験を含む。）に１年以上従事した経験

	船舶運航事業及び内航海運業以外（遊漁船業等）

	
	船長（自家用船を除く。）としての業務に３年以上従事した経験
（小型船舶運航管理者資格者証に限る。）



実務経験の内容：

	部署
	主な業務
	在職期間

	○○丸
	船長
	H25.4～H29.3

	○○課
	運航管理者
	H29.4～現在

	
	
	～

	
	
	～

	
	
	～





令和　年　月　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　](記載日)
宣誓書


九州運輸局長　殿

	住　　所
	(申請者の住所)

	氏　　名
	九州　太郎

	生年月日
	平成○年○月○日






私は、海上運送法第３２条の８　各号のいずれにも該当しないことを宣誓します。


